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海外選択性臨床実習報告書
田中結香
実習期間：2014年 5 月12日～ 5 月30日










　まずむこうでは英語で症例のプレゼンをすると聞いていたので， 5 年生の 2 月頃から海外実習を選択する







　今回私たちは 6 人で行ったので実習しやすいよう 3 人ずつ 2 グループに分けられていたため，部屋も 2 つ
提供されました。部屋には先輩方が行かれた昨年よりもグレードが上がっていたようで，冷蔵庫やキッチ
ン・食器があり奥には洗濯機もついていました。なので自分たちで調理することも可能でした。シャワーは











































なっている 患 者 さんもたくさんいました。treatment 
roomでは私も足壊疽の患者さんに消毒をして包帯をさ

































　行って 本 当 によかったと 思 うのは，何 よりマ
学生研修レポート 151
レーシアの学生のモチベーションの高さと医学教育を知れたことです。彼らは優秀でよく勉強していました
し，授業中も驚くほど活発に発言していました。少人数で授業を行うメリットを感じました。
　また，プレゼンや身体診察を重視しており，人前で発表する機会が非常に多く設けられていました。勉強
に対する姿勢もテストをクリアするためというよりは，普段から好奇心をもって楽しみながら勉強している
印象を強く受けました。もちろんいかに日本人学生が英語に弱いかということも思い知れました。
　日本ではこうするけどマレーシアではこうする……などと色々気づくことができた点で本当に価値のある
実習だったと思います。
　最後になりますが，マレーシアで実習をする貴重な機会を与えて下さった総合診療部の山城教授には感謝
いたします。ありがとうございました。
